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自己有用感を育もう
副校長 北村 順子

「いつもきれいにしてくれてありがとう。」

環境委員会の児童が，毎朝交代で階段掃除をして
くれます。通行量の多い１階から２階への階段は，

どうしてこんなにすぐゴミがたまるのだろうと不思

議なくらい汚れます。隅々まで気をつけながら箒で
掃いている姿を見ると，思わずねぎらいの言葉が出

てしまいます。声には出さないけれど，掃除をして

くれている児童の顔が少しほころんだような気がし
ました。少し誇らしげにも見えました。この表情は

自分がみんなの役に立っているという自己有用感か

ら出たものだと考えます。
隔週水曜日の朝自習はワールドタイム。ワールド

委員会の子どもたちが各教室に行き，英語のクイズ

やビンゴゲームを展開していきます。楽しい活動を
心待ちにしている下学年の子どもたちもたくさんい

ます。

毎週水曜日のわくわくタイム。昨年度から継続し
ている活動ですので，子どもたちにも浸透し，軌道

にのってきました。水曜日には，校舎の内外に子ど

もたちの元気な声が響きます。ここで活躍してくれ
るのが，活動の企画，運営を任されている班長を中

心とした６年生。２０人を超える異学年の集団をま

とめていくのは決して容易なことではありません。
時にはトラブルが起こったり，言うことを聞いてく

れない下学年の児童が自分勝手な行動をとってしま

ったりすることもあります。そんな時も臨機応変に
対応しようと努めている姿があります。６年生の表

情が回を重ねるごとに，自信に満ちたものになって

いることに頼もしさを感じます。

係活動，給食当番，掃除当番，委員会活動等学校

生活の中には，責任感をもって取り組まなければな
らない活動がたくさん設定されています。それらを

最後までやり遂げることで，子どもたちは自己有用

感を育んでいきます。自己有用感とは，他者との関
係の中で，「自分は役に立っている」など，自分の

存在を価値あるものと受け止められる感覚のこと。

学級の中で，学校の中で，ひいては社会の中で自分
が役に立っていると感じられることは，自己肯定感

に繋がり，自信に繋がっていくと考えます。そして

キャリア教育の面でも重要な部分を占めていると考
えます。

子どもたちの家庭での生活はどうでしょう。一人

一人の子どもたちが自分に任せられた仕事をもって
いるでしょうか。大人がやってしまった方が時間が

かからず，きちんとできるからと，子どもたちから

仕事を取り上げたりしてはいないでしょうか。始め
は慣れなくて失敗することがあっても，試行錯誤し

工夫しながら子どもたちは手順を身につけていきま

す。どんな些細な仕事であっても，最後までやり遂
げる，継続することに価値があります。

もうすぐ夏休み。お手伝いを決めて実践していく

絶好のチャンスです。お手伝いを通して，家族の中
での自己有用感を育みましょう。「ありがとう。○

○ちゃんが手伝ってくれて助かるわ。」家族の賞賛
の言葉が子どもたちの頑張ろうとする気持ちを後押

しします。お手伝いを続けることで自分も家族の一

員であるという意識も高まり，家族の絆も深まって
いきます。８月２３日，達成感に満ちた顔で登校す

る子どもたちに会えるのを楽しみにしています。

【春川交流会計画】
春川教育大学校附設初等学校

との交流のため，７月２１日か

ら２４日までの４日間，訪韓し
ます。今年度は，４２名の子ど

もたちが春川の友だちとの文化

交流会やホームステイを通して，
韓国の文化を学びます。他国の

文化に触れることは，日本の文

化の特徴に気づくよい機会でも
あります。帰国後は，学んだこ

とを多くの友だちやおうちの方

へ，積極的に伝えていけるよう
充実した訪韓にしたいと考えて

います。

交流内容の１つとして，学校
を訪問し，春川の友だちと一緒

に授業を受ける計画もあります。

また，文化交流会では，両校

で学校紹介をした後，それぞれ
の文化を代表する演技を披露し

ます。本校は，日本舞踊，アニ

メの曲のリコーダー演奏，嵐や
少女時代などのダンスをします。

ただ今，練習の真っ最中です。

国際交流は諸外国を知ること
だけではなく，日本を，日本人

としての自分を再認識すること
でもあります。この交流をきっ

かけとして，訪韓した子どもた

ちだけでなく，本校の子どもた
ちの，他の国々や我が国をさら

によく知ろうとする態度や気持

ちを育てたいと考えます。
今後も交流を通して理解を深

め，両校，そして両国の絆を深

めていきたいと思います。

＜日程＞
１日目・７月２１日（日）

１０：３０ 学校発

１５：００ 米子空港より韓国へ

２日目・７月２２日（月）

９：３０～ 春川小にて交流会

給食，体験活動など

１５：３０～ ホームステイ宅へ

３日目・７月２３日（火）

９：００～ 授業参観

お別れの式

１１：３０～ 春川小発

４日目・７月２４日（水）

ソウル市内観光後，帰国

仁川空港より関西国際空港へ

２０：３０ 学校着

帰着式後，解散




